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スリランカ民主社会主義共和国

1.国土面積

2.人口(1987年現在)

総人口

農村人口(総人口に対する比率)

労働力人口

農業就業人自(全労働力人口に対する比率)

人口増加率( 1984年-85年)

3.国内総生塵(GDP, 1984年,現在価格)

国内総生産

農業部門

農業部門比率

1人当り国内捻生産

( 1米ドル-25.5ルピア)

4.土地利用(1982年)

森林

農地

1年生作物

永年作物

草地

内水面

その他

65, 600Jd

1,640万人

850万人(52%)

660万人

270万人(45%)

1.6%

1,780億ルビー(5ア.4億米ドル)

480億ルビー(15.5億米ドル)

27%

10,863ルピー(350米ドル)

23, 8001d

22, 000bf

( 10,800kh2)

(ll,200kd)

4, 400bi

900bf

14. 500bf

65, 600kd

36.2%

33.6%

(16.5%)

(17.1%)

6.7%

1.5%

8.2%

100.0%



1.序 言

この報告書は､平成元年(1989年) 7月9日から7月22日までの14日間にわたっ

てスリランカ民主社会主義共和国において実施した､東南乾燥地区及びガルオヤ地

区濯灘改良･改修計画に係わる事前調査の結果をとりまとめたものである｡

本調査ほ､以下の団員により実施された｡

村本 俊一一 団長/濯灘

花田 重義 濯淑/施設

調査団は､スリランカ滞在中に現地調査及び資料･情報の収集を行うにあたり､

土地･洋裁･マハベリ同党省､農業開発研究省をはじめスリランカ政府関係諸機関

の協力を待て､円滑に業務を遂行することができた｡また､今回の調査にあたって､

在スリランカ日本大使館､ ∫ I CA事務所,関係各機関の方々より多大な助言と協

力を戴いた｡調査捜ほーここに､御協力を戴いた関係諸機関の方々に深甚の誠意を

表するしだいである｡

なお､圃査団員の経歴､調査日程､接触した機関､面談者及び収集資料の一覧表

は添付資料に示すとおりである｡



2.一般背景

スリランカ民主社会主義共和国はインド半島の南端､北緯6o -loo
､西経80o

-84'に位置し､約65,600k&の国土を有する島国である｡島の回りほ低地で､中央

部に向かって次第に高くなっており､最高峰は凄高2,500
mである｡真贋は､北西

からと南東からの春秋二つのモンスーンに支配され､地域的に北部-東部の下ライ

ゾーンと中央部-南西部のウェットゾーンに分けられる｡降雨があるのは､ つo月-

1月頃の北西モンスーンがもたらす本格的な雨期であるマ八期と､ 3月- 8月頃の

南東モンスーンがもたらす小雨期にあたるヤラ期である｡

人口は1987年推定で約1,640万人､人口密度ほ249人/hJある｡ 1981年-87年の

平均人口増加率ほ1.6 %であった｡また2801年の人tjほ2,000万人を越え､ 2020年

にほ2,400万人に達すると予沸されている｡また.成業可能人口(15-64歳)ほ総

人口の約60%であるが､失業率ほ約18%､ 119万人と推定されている(1987年現

荏)｡

スリランカの経済ほ､ 60年代から70年代の半ばまでの長期低迷の後､ 70年代の後

半に政権が交替し､続制色の強い経済政策から､自由主義的色彩の強い開発指向の

経済改発を採用したことにより､順調な成長を遂げてきた｡経済成長率を実質GN

Pの伸び率からみると､ 1970年代-77年に2.9 %であったものが､ 7978年-86年の

8年間をみると平均 5%の成長率を達成している｡一人当りGNPほ1978年に

182 USドルであったが､ 1987年には350 USドルにのぴている｡

しかし､最近の経済動向ほ､最大の輸出商晶である紅茶の市場価格の低落一人種

抗争の激化による経済溝動の停滞､観光客の減少ー直接投資受入れの減少などによ

り､ 85年に入り低迷の兆しをみせている｡

農業ほGD Pの27%_輸出総額の42%を占め､国家経済に重要な役割を果してい
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る｡また､就業人口の45%は農業に従事し､国民の約半分が農村地帯に居住してお

り農業によって生活をたてている｡

農業土地利用ほ以下に示す通り､国土の33.5%が農地として利用されている｡

土増村用区分
■■一■■l■■■■■l●■■■■■■■■■■■■■■■■■.■■■-

農地( 1年生偉物)

農地(多年生作物)

草地

森林

その他

両横(千ha)

1,由o

1,120

440

2,380

1,540

此率(%)

16.5

17.0

6.7

36.3

23.5

合 計 6,560 100.0

スリランカの気候の下では通年栽培が可能で､土壌も農業に適しており､水の供

給が充分であればほとんどの作物の栽培が可能である｡主な輸出農産品目は紅茶､

ゴム及びココナッツで､ 1987年の生産量ほ各々21.3万トン､ 12.2万トン及び22.9億

個であった｡主な食糧件物は釆で､柳生度量ほ1986年に259万トン､ 1987年に213

万トンであっ牢｡次表ほ､1983年から87年までの水稲の平均作付両横及び平均生産

量を示す｡

項 目 マハ期 ヤラ期 合 計

仲村面積く収穫面積･.万ha) 50,0 27.4 77.4

生産量(籾) (万トン) 159.5 86.0 245.5

単位面積当り生産量(トン/ha) 3.14 3.07 3.17

出典:脚線計1983-87

スリランカの濯親展其の歴史は古く､特に北部には無数の古代からの貯水池が点

在している｡全水田面積は､ 50万ha (箕面積)で21万haほ大規模清瀬事業地区､

ll.5万haほ小規模潅灘事業地区､ 17.5万haほ天水地区となっている｡
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近年､マハベリ川総合開発計画を中心とした大塊模港湾開発の進展に伴い､米の

作付面積が拡大し､さらに高収量品種の導入､施肥量の増加等により､米の生産量

は増大し自給ラインに近づきつつある｡しかし､米の生産ほ依然として天候に左右

され､特にヤラ期の水不足に悩まされ､ 1987年ほ深刻な畢燈に見舞われた｡政府は

安定した水の供給により濯波面積を増加させ､既存の濯渦地区の作付率を増加させ

る計画を推進している｡

また､ 2020年におけるスリランカの米の需要ほ,人口予測と1人当り消費量に基

づいて422万トンと推定される｡現在の生産量から推定すると釣160万トンの不足

が発生し､依然として,農地の開発ほ必要とされている｡現在政府が強調している

政策ほ､ 1984年に策定された``National Agricultural, Food and Nutrition

Strategy”に示されるとおり(1)主要食糧･農産物の自給達成､ (2)農産物輸出量

の増加及び輸出作物の多様化, (3)農村地域における農家収入の向上及び雇用機会

の増大である｡これらの目標の達成のため､政府は水管理体制の故事､適正な作付

体系の導入､及び主要河川の水資源開発により乾燥地域の農地拡大に主眼を置いて

いる｡
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3.東南乾燥地区及びガルオヤ地区濯澱改良改修計画

3. 1 計画の背景

本計画地区は同国東南部乾燥地域に位置し､バナカロア県､アナパライ県に

またがり､計画地区ほ大きく東南乾燥地区(SEDZ)開発計画と,ガルオヤ

地区開発計画に分けられる｡

東南乾燥地区開発計画ほムンデニ河上涜のランプカン川､マ八川及びガロダ

イ河､マガルワタン河の流域に位置し､現在9,600haのかんがい地区を有する｡

しかし水資源不足により､雨期作にも支障をきたしている｡そのため､スリラ

ンカ政府は1974年から1977年にかけ､新見水源の確保とかんがい地区の拡大の

ため同地区の各河川涜域毎にPreJ iminary Studyを実施した｡

また､ガルオヤ地区開発計画については､ 1966年に発電を含む多目的ダムの

セナナヤケ貯水池建設により約3由,600haのかんがい事業として完成した｡しか

し､同地区でほ事業完成後も恒常的な水不足に見まわれ､世界銀行の援助によ

るT｢ansbasin Diversion Study (TDS)でもスリランカ政府ほ同地区を対象

の一部として取り扱って束たが､結論を見ず終了している｡抜本的な対策とし

てほ､新規水源の開発が必要であり､さらに水の有効利用を計るため節水型作

物･作付体系の導入･澄渡施設の改修による港灘効率の向上等の対策が必要と

されている｡

3. 2 計画地区の概要

計画対象地区は首都コロンボより東へ釣250血に位置し､その東端ほベンガ

ル湾に面する海岸に達している｡標高は90mから30mの間にあり､起伏の有る

丘陵と平坦な地形が入り組んでいる｡

計画対象地域の気候ほ熱帯モンスーンの影響を受けるが､ドライゾーンに属

する｡概ね大雨期にあたるマハ期(10月-1月)と小雨期のヤラ期(3月-8
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月)及び残りの乾期に分かれる｡年間降雨量は1.600ptpLと少なく､雨量の70%

ほマハ期に降る｡月平均気温は年間を通して26℃から18℃の範囲にある｡

土壌は､透水性の長い赤褐色土と排水性の低いダライ土(約20%)に分かれ

る｡赤褐色土ほ計画地区の60%から70%に当る丘陵地に分布し､畑作や樹木作

物に適している｡グライ土ほ対象地区の約20%に当る低平地に分布しており水

田に適している｡

計画地区ほ､そのかんがいシステムから､次のとおり東南乾燥地区( SED

Z)とガルオヤ地区に分けられる｡

3.2.1東南乾燥地区(SEDZ)

本調査対象地区の北部に位置し､ムンデニ河上流のガロダイ川､マハ川､

ランプカン川の各涜域及びマガルワタン河の涜域からなっている｡各河川の

上流ダム計画地点ほジャングルに覆われており､現在焼畑農業が多少行なわ

れている程度である｡下流域にはルカン貯水池､テンピティヤ貯水池､キツ

ル貯水池等によるかんがい農業が､約4, 200haの地域で雨期のみ行なわれて

いる｡また､マガルワタワンの下涜にウニチャイ貯水池があり､この貯水池

により 5,400haの地区がかんがいされている｡

対象地区は､これらの既存の9,600haを除けば概ねジャングルに覆われて

おり､小規模なため抱かんがいと焼畑農業が行なわれているのみであり､現

在の生産量は限られたものである｡

3.2.2 ガルオヤ地区

本調査対象地区の南部に位置し､その中心都市はアンバライである｡アン

バライより西へ約20knにあるインギニヤガラにセナナヤケ貯水池がある｡ガ

ルオヤ事業は1966年に完成し貯水量ほ9.5億トンあり､受益地は約38,600ha

である｡この受益地は農地としてすでに開田されているが､恒常的な水不足

に悩まされている｡

この貯水池の放浅水ほ設備容量1万川の発電所を通して行なわれ､その後
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左･右幹線水路に分涜される｡左岸幹線水路は51k血有り､セナナヤケ貯水池

より39kn下流地点にナバキリ貯水池が有る｡

3. 3 計画の必要性

東南乾燥地区にほ大容量の貯水池がなく､農業ほ天候に左右され､既存のか

んがい埠区ですら年間作付率は80%- 100%となっている｡さらに､貯水池及

びかんがい施設の老朽化も進んでおり､効率の良いかんがいシステムヘの改修

が必要である｡

ガルオヤ地区ほ､水源をガル河の自流域流出によっているためセナナヤケ貯

水池が清水になることは少なく,下流受益地ほ9.5億トンという大容量の貯水

池が有るにもかかわらず､依然として天候に左右され､作付率は130%から80

%と変動し､年格差が大きい｡

東南乾燥地区については19了4年から77年にかけて､かんがい局により予備調

査が実施された｡これは開尭可能性は有りながら､とり残されたこの地区の農

業開発を行なうもので､ムンデニ河上流のガロダイ川､マハ川及びランプカン

河の上涜にそれぞれ容量6千万トン､ 14千万トン及び9千万トン程度の貯水池

を築造し､かんがい用水を確保しようとするものである｡

その後､世銀の援助のもとにTDSが実施され､上記3河川と独立水系のマ

ガルワタン河上にLevel Crossingを建設し､マハベリ河の水を恒常的水不足に

みまわれているセナナヤケ貯水池に分水する案が取り上げられた｡

現在､政府ほミニぺ下流のロガル川より約34kmのトンネルで､セナナヤケ貯

水池に分水する案も含め検討を開始している｡また､本調査により､ミニぺ取

水工とロガル川の中間に有るバドゥル川の水源を確認しており､このバドゥル

川､ロガル川の両河川の水を比較的短いトンネルで結ぶ案も検討することが提

案されている｡

ガルオヤ地区の開発事業ほ1966年完成したが､水不足の問題は解消されず

1972年から74年までUND Pによる水管理故事のための研究がなされた｡報告
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では､水路の通水能力の低下､水管理の不慣れによるロス等が上げられ､農民

の水管理技術向上も逆襲であると報告されている｡施設の改修､水管理組織の

強イヒ及び耕種法の改善を実施し､さらに抜本的な対策としては新規水源の開発

が必要である｡

3. 4 計画の概要

本計画は恒常的水不足に見舞われている東南乾燥地区及びガルオヤ地区の合

計釣78,800haの農業開発である｡本計画地区ほ大きく2地区に分けられ､東南

乾燥地区は既存かんがい地区9.600haを含む39,800haを対象とし､ガルオヤ地

区は既存の39,000haを対象としている｡

東南乾燥地区では､自己流域の水資源が充分開発されていないので､前述の

ように各流系上に貯水池を築造し､下流受益他のかんがい用水の開発を行う｡

さらに､マハベリ河の余剰水を既存のマトアウルオヤチ貯水池より屯流し利用

可能水量の増強を図る｡

ガルオヤ地区ほ､現在の作付体系､事業施設を見直し等を行い合理的な水利

用を図るとともに､水不足についてほマハベリ河余剰水の転涜により賄うこと

とする｡この転涜実についてほ下記の3ケースが考えられる｡ (添付図1参照)

ケース1 マハベリ河一 ミニぺ一マハベリ貯水池群

-東南乾燥地区貯水池群一セナナヤケ

マハベリ河に位置するミニぺ取水工(既存)で取水し､マハベ

リかんがいシステムB､ Cの幹線水路(既存)を通じ､マハベ

リ貯水池群(ウルヒティヤーラトキンダ-マドゥルオヤ､いず

れも既存)に放流する｡さらに導水トンネル(新規)により東

南乾燥地区貯水池群(ガロダイアルーマハオヤーランプカオヤ

-マガルワタン､いずれも新規)とLevel Crossingで送水し､

ガルオヤ地区の水源であるセナナヤケ貯水池(既存)にトンネ

-
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ル(新規)により導水する｡この案は､既存水路の通水能を変

えずに雨期の豊水期に導水することが可能であるとし､ TDS

により提案されている｡ただセナナヤケ貯水池ヘの導水案ほ､

本案以外にも以下のケースが考えられるが､東南乾燥地区に対

してほ､本案が唯一の導水システムである｡

ケース 2 マハベリ河一

口ッガルオヤ
ミニぺ]一セナナヤケ

現在､スリランカ政府が検討している案で､ミニぺ取水工(既

一
存)で取水した水とロッガルオヤの涜入水を､ロッガルオヤ右

岸より約34kmの導水トンネルを建設して,セナナヤケ貯水池

(既存)に放流する｡この場合､ロッガルオヤとセナナヤケの

水位関係から水頭がとれず､トンネル径が大きくなる｡

ケース 3 バドゥルオヤーロッガルオヤーセナナヤケ

パドゥルオヤに貯水池もしくほ取水工を建設し､ロッガルオヤ

上涜に落水させーその他点からセナナヤケ貯水池(既存)上流

河川に放涜する案である｡ケース2に比してトンネル長が短く

なる｡パドゥルオヤの水源については,本調査中に確認してい

る｡

上述した導水計画代替案を､計画地域全体の開発計画案を考慮し､技術的経

済的に比較検討を行い､最適案を決定する｡その後最終案に基いて､全体開発

基本構想及び開発戦略を未定する｡調査レベルほ､ (i)計画地域が約78,800ha

と広域にわたること､ (ii)水資源及び土地資源等の開発計画案策定にいくつか

の代替案検討が必要であり､ (iii)そのための調査分野が､水文､土壌､土質､

地質､測量､濯我排水､施設設計､農業､開発経済､環境等の広範囲におよぶ

ため､アレフイージビリティスタディ(P｢e-F/S)とする｡
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3. 5 絵合所見

担当官庁である土地･渡瀬･マハベリ開発省ほすでに予備調査を実施し､計

画地区への導水計画の検討を進めている｡

スリランカ政府としてほ､マハベリ河総合開発計画の見通しがつき､マハベ

リ以外の乾燥地帯への農地の拡大を推進しようと計画している｡特に開発の遅

れている東南部及び南部乾燥地域でほ民族間彦及び地域経済格差に対する不満

が反政府運動と結びつき社会不安を引き起しており､政府ほ緊急案件として同

地区の開発をとり上げて､米の生産の安定､栽培作物の多様化しいてほ､農家

収入の向上をほかり､地域経済の格差の是正を企んでいる｡

担当部局である土地･濯救･マハベリ開発省ほ､本計画の早急な実施を望ん

でいる｡

本計画ほ､利用可能水量の把握及び導水計画代替案検討が､開発規模､開発

戦略策定に多大な影響を与える｡計画地域が乾燥地帯に位置することを考えれ

ば､水資源に厳しさも予想される｡ Pre-F/Sに当ってほ､慎重な涜出解析のみ

ならず､水需要算定においても､節水型作付体系の導入及び既存濯瀬施設の改

修等による水利用効率向上等を含めた多面的なスタディをする感要があると考

えられる｡したがって､ P｢e-ド/Sを単なる流出解析及び導水計画検討ととらえ

ることなく､土地利用､営農､荘概､農業経済､既存施設､ダム･トンネルの

基礎等の調査を含む､計画地域全体の開発基本構想を策定する調査と理解する

ことが望まれる｡ ドre-F/S結果として､開発可能性の高い計画に対してほ､引

き続いて F/Sを実施することも提唱される｡ P｢e-F/Sの概略工程表は添付図

3に､ Pre-F/SのTerms of Reference (TOR)は､添付資料5に示す｡
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図-2土地･港概･マハベリ省組織図
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図-3工程表
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添付資料1

調査団貞の略歴

川村本 俊一

昭和46. 3

48. 3

48. 4･-49. 4

49. 5-50. 9

50.10-52. 5

52. 6-58. 3

58. 4
-60.10

60.ll -63. 1

63. 1
--現在

海外業務実績

為政大学卒業

鳥取大学大学院卒某

日本工嘗㈱

同上

同上

岡上

同上

同上

同上

農業水利部

計画部

アレッポ(シリア)事務所

農業水利部

第二農業水利部 副参事

マハベリ開発事務所 次長

第一農業水利部 副参事

件名 対象国 従事期間 担当業務

ビンディンかんがい計画 ベトナム

シリア

韓国

韓国

シリア

インドネシア

昭和

48.8-49.5

(loめ月)

49.ll-53.7

(45ヵ月)

53.7-･53.12

港湾排水

束メスケネかんがい計画 港救排水

水資源開発計画実施調査 濯救計画

濯概排水

濯救排水

海瀬排水

第1次 (5ヵ月)

水資源開発計画実施調査 54.5-54.7

第2次 (2カ月)

東メスケネ濯救計画

ウイダスかんがい開発計画

54.8-55.12

(17カ月)

55.6-･55.9

(Sヵ月)

リアムカナン地区清瀬開発

計画

東メスケネ濯救計画

(詳細設計)

パンパンガ上中淀城淳澱

計画

束メスケネ藩救計画

(施工図面作成)

オンファームマネジメント

海港コース

インドネシア

シリア

フィリピン

シリア

アメリカ

56. 1 -56. 3

( 2ヵ月)

56. 3′-56. 6

( Sヵ月)

56. 7-56.”

( 3カ月)

5了.12 -58.了

( 8カ月)

58. 8--58. 9

( 1ヵ月)

濯務排水

濯救排水

淳救排水

温激排水

研修受講
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件名 対象'国 従事期間 担当業務

束メスケネ港湾計画 シリア

ケニア

コロンビア

ペ.プレー

シリア

スリランカ

スリランカ

58.9-58.18 濯渡排水

濯洩排水

清瀬排水

濯淑排水

濯灘排水

副団長･かんが

(施工監理) (2ヵ月)

ジョモケニヤッタ農場整備 58.ll-59.2

計画 (4ヵ月)

小規模濯激開発計画

東メスケネ濯救計画

59.3-59.4

(1カ月)

59.4-60.9

(技術援助) (17ヵ月)

マハペソ(システムC)港 60.ll-63.1

減開発計画 (27ヵ月)

モラガハカンダ農業開発 63.1-平il.7

計画 (Sヵ月) い
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召可査団員の略歴

(2)花田 重義

昭和52. 3

52. 4--58. 5

58. 6 -62.ll

62.ll
--現在

海外業務美津

九州大学卒業

日本工嘗㈱

同上

同上

農業水利部

マハベリ開発事務所

第一農業水利部 技師

件名 対象国 従事期間 担当業務

イモ･ベンデブL,.州農業開発トィジェリア
シリア

スーダン

昭和

52.4-52.6 施設設計(国内

計画実施調査 (2ヵ月) 作業サポート)

メスケネ濯瀬計画設計

ガサバ稲作開発計画実施

52.6-52.9

(3カ月)

52.9-52.12

施設設計

施設設計

調査

ガサパパイロット農場建設

計画

ワディアラブダム濯減計画

設計

カンカイ濯瀬計画

コメリン川上流域農業開発

計画

ロアーアナンブラ農業開発

コメリン川上流域農業開発

カンカイ農業開発

マハペソ(システムC)

農業開発

モラガハカンダ農業開発

計画調査

スーダン

ジョルダン

ネパール

インドネシア

ナイジェリア

インドネシア

ネパール

スリランカ

スリランカ

( 3カ月)

53. 1 --53. 4

( 3ヵ月)

53. 4 --53.12

( 8ヵ月)

53.12 --54. 5

( 5ヵ月)

54. 9 --55.ll

(15ヵ月)

56. 1
--56. 4

( Sヵ月)

56, 7--56. 9

( 2ヵ月)

57. 8
--57.10

( 2カ月)
58. 6一-62.ll

(53カ月)

63. 1 --Hl. 7

( 6ヵ月)

施設設計

構造物設計

測量･設計

施設設計

施設設計

施設計画･設計

施設計画･設計

施設計画･設計

施設･かんがい
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添付資料2

調 査 日 程

日噸 年･月Ip日{ 曜日 起点および経由地 目的地//常在地 活動

1 1989.7.9 日 成田-コロンボ コロンボ 移動日

2 7.10 月 コロンボ コロンボ GOSLと打合せ(MLIMD,HASL,ID).日本犬使舘表敬

.3 t7･11
火 コロンボ コロンボ HASLと打合せ､資緋集､潮局(ID)と打合せ

4 7.12 水 コロンボ-システムC マヒヤンガナ マハベリC視察
5 7.13 木 システムC-SEDZ一昨汚 サマナラ 移動､SEDZSite調査

6 7.14 金 サマナラーワラウェ ウダワラウェ 現職洞査､ウダワラウェ施設

7 `7.15 土 サマナラ-ヴァヴァ サマナラウ 移動,サマナラ視察

8 7.16 日 コロンボ コロンボ

917.17 月 コロンボ コロンボ MASLと打合せI

10 7.18 火 コロンボ コロンボ 潅軌局(ID)HASLと打合せ

ll …7.19 1水 章コロンボ lコロンボ 資料収集､HASLと打合せ-

12 7.20 木 コロンボ コロンボ GOSL､日本大使館挨拶
13 7.21 金 コロンボーシン卵-〟 移動日

14 7.22 土 シンガポール一成田 移動日

15

16

17

18

19

20

21
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添付資料3

醐毒萱卜--髄毒

在スリランカ大使館

∫ I CAコロンボ事務所

姐墾

A.A. uejetunge

MASL ド.〟.S.Guna【ilaka‾

P.I. Sena｢atne

PHU A. Att.anayaka

A. Ekanayake

Asoka Cooray

惟CA 伝.J.P. Gunawardena

A. Nanayakara

CECB G.G. Jayawardena

G.札 Tendon

Sumi l Fernando

G. Perera

H.L Domingo

V. Kengatharan

lD ”.G.R. de SiJva

ueerakoon D.”.R.

村上書記官

安 本 所 長

Secretary of Ministry

Di rector General

Deputy Secretary General

Director

Senior Economist

Senior- Engineer

Managing I)irector

AssjstaElt Director

General Manager

Chief EngJ'neer Advisor

Chief Engineer

Project Engineer

Chief Resident EngJ'neer

Deputy Chief Resident Engi■neer

Uda Malawe

Uda wa暮awe

Di｢ecto｢

Deputy Director(Operation& Maintenance)

*MASL : Hahawe)i Authority of Sri Lanka

*HECA : Hahawel i Engineering and Construction Agency

*PMU .･ PJanning & Monitoring Unit

*CECB : Cent｢at Engineering and Consu一tant Bureau

*ID : Irrigation Department

A-5



添付資料4

収集資料一覧表

1. FEASI8ILITY REPORT OF RAH8UKKAN OVA RESERVOIR SCHEME

August 1974, Irrigation Department

2. PRELIMINARY REPORT ON RAHA OVA RESERVOIR PROJECT

Harch 1977, Irrigation Department

3. PRELIHINARY REPORT ON GALLODAI ARU R【SERVOIR PROJECT

February 1977, Irrjgation Department

4. ENVIRONHENTAL ASSESSMENT OF THE RAHBKKAN OVA DEVELOPMENT PROJECT

September 1977, United States Agency for lnternational

Department

5. Transbasin Diversion Study

6. Water Management for Irrigated Agriculture

(Ga一 ova Scheme)

7. Gal ova Dam and Power Project

8.地形図(1 inch-8chains Map-1 : 6,300 )
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添付資料5

Pre-feasibility Studyの暫定TOR



DRAFr TERMS OF REFERENCE

FOR

THE PRE-FEASIBILrTY STUDY

ON

UPG RA DING

OF

SOUTtl EAST DRY ZONE SCHEME ANI) GAL OYA SCHEME

IN

SRI LANEA

1. INTRODUCTION

The Government of SriLanka (GOSL) has taken up the Upgrading ProjectfわrSouth

East Dry Zone (SEDZ) Scheme and Gal Oya Scheme in order to attainthe following

objectives;

-

attainment of self-sufficiency of the main food crops,

-

export-expansion of agricultural products by crop diversification, ～

- increase of employment opportunity ln rural area, and

- improvement of farm income by provision ofperennialirrigadon facilities.

The SEDZ scheme has arl eXisung lmgadonarea of 9,600 ha and an extensionarea of

at)out 30,400 hal The Gal Oya scheme has an existlng Irrigation area of about 40,000 ha

which is commanded by the SenaJlayake reservoir with a storage capaclty bf 950 million tons.

Although the Project area has irrlgation facilities with reservoirs and tanks except the

extension area, sufficient imgation water has not beet) Provided to the Projectarea due to

severe water shortage. At present, the cropping lntenSlty in the Projectarea is only 80 to

130%.

In order to attain the objectivesof
the Project,it is JleCeSSary tO formulate an overall

development plan, which consists of water resources, imgation and agriculturaldevelopment

plans. Eowever, there seem (o be several altemative ideas in the formulation of the overall

development plan･ For the water resources development, three transbasin diversion plans are

conceivable, and imgation and agncultural development plans are fully limited by the

transbasin diversion plar). Irl addition, sir)ce the scale of the ProjectaTld imga[ioTl area am

considerably large, stage-wise development will be necessary･ The combination of the
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transbasin diversion plan and stage-wise developmeJlt Plan will produce several ideasand

they seem to be complex･

Therefore, execution of a pre-feasibility study
is
urgently required･ The study will

clarifythe optimum OVeral1 development plan and the development pnonty･

II. OIUECTIVES OF THE STUI)Y

The objec丘vesof the study a=,e:

(1) to conduct a pI℃-feasibilitystudy on the Upgrading Projectfor SouthEast Dry

Zorle (SEDZ) Scheme and GalOya Scheme for ale fo-ulation ofaT7 OP血u皿

overa11 development plan, consistlng Of water resources, imgation and

agriculturaldevelopment plans, and fわrthe idendfication of prionty schemes,

and

(2) to conduct a transfer of kllOWledge to counterpart personnels of the

Govemment of STi Lanka (GOSL) in the course Qf the study.

ⅠⅠⅠ. STUDY AREA

The study area covers a gross irrigation area of 80,000 ha for SEDZ and Gal Oya

schemes for imgation and agncultural developments, and a catchment area of about

3,100 km2 of the relevantrivers for water resources developmeTlt.

IV. TERMS OF REFERENCE

The study will be conducted in the followlrlg St8pS'･

- Collection and review of existing da(a and information,

- Additionalsurveyand investigation,

- Formulation of water resources, irrigatior) and agricultural development plans,

- Analyses and studies, and

- Formuladon of aTI OPnTmm OVeraZ) develop皿eLlt Plan･
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The terms of reference
for the study is as follows:

(1_) Collecdon ofDataandlnforma也on

- Topography

- Meteoro-hydrology

- Geology and soil mechanics

- Soilandlanduse

- Dams

一 山igation anddrainage

- SocialinfTrastructures

- Agriculture

- A許iculturalsupporting services/institute

- Agro-indus町

- Agro-economy

- Environment

- Construction materials and unit pnces

(2) GerleralRevi6w

- Review of all the collec(ed da(a and irlformation

- Review of exis血g development plans

J Review ofexistlng uTlgation schemes

- Clarification of constraints fわrdevelopment

(3) AdditionalField Surveys and Investigations

- Cross section and profile surveys for basethe existing and the proposed irrigation

facilitiesincluding dams, tunnels and intakes

- Hy血ological survey

- Field survey for deEeTmjnarion of sjres of heavy structures such as dams, tunrlels

and intakes

- GeologlCal and soil mechanical investlga(ions for the proposed heavy structure

sites

- Inventory survey for the exishng ∬1gation facilities and socialinfrastructures
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(4) Meteoro-ny血ological Study

- Low-flowanalysips and assessment of maximum available water resources

- Flood analysis and recommendation of countermeasures agalnSt the expected

floods

- Assessment of irrigation water requlrementS and effTective rainfall

- Water balance study for three transbasinaltemative plans

(5) Soil and Land Use Study

- Updating of the existing PreSen( land use maps and preparation of a
future land

uSemap

- Soil classifications and updating of the exIStlng Present soil maps

(6) FoundationStudy

- Geological judgement of the foundations of the existlng and proposed heavy

structures such as dams, tunnels and in(akes

- Recommendations on foundation treatments氏)r the heavy structures

- Assessment of availability and location of construction materials

(7) Damand Transbasin Diversion Study

- Assess甲ent Or Storage Capacities ofexistlng reservoirs and ta止s

- Study on technical possibility of heightenlng the exListing darns and tanks

- Alternative study on -raIISbasin diversion plans including the determination or

relevant dam arld tunnel sites, darn types, dam heightsand storage capacities

- Preparation of a water resources development plan

(8) Imigadon andDrainage Study

- Preparation of an inventory listof the existing reservoirs, tanks and imigation and

drainage facilities

- Assessment of the above facilities and prepara(ior1 0f improvemen( plarlS

- Assessment of existing Water management methods and recommendations on

prOper Water management

- Assessment of water resources saved by the improvement of the existlng facilities

and the recommended water management methods
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- Preparation of canal layouts and flow-diagrams of irriga(ion and drainage canals

for about 80,000 ha

- Preparation of irrigation development plans

(9) AgriculturalStudy

- Study on crop diversification and determination offuture cropplng PattemS

- Study on the presen( farmlng Practices and determination of future farming

pracdces

- Assessment of present and future crop yields

- f>eparadon ofagnculturaldevelopment plans

(10) Agro-Economic Study

- Study on agricultural supporting services/institutions

- Study on agro-industry in SriLanka

- Study on marketing systems

- Study on demand and supply for major Crops

- Assessment of present and future farmers. economy

･
- Estimate ofi血gation and agncultural bene丘ts

(ll) EnvironmentalStudy

- Environmentalassessment for the present and future Projectareas
- Recommendations for environmen(al countermeasures, if necessary･

(12) fh'eliminary Design and Cost Estimate

- Preliminary design of the proposed dams, tunnels, intakes, and imgatiop and

drainage facilities

I Prelimlnary COSt eSdmate fTorthe proposed facilities

- 托eparation of an implementadon schedule

(13) ProjectEvaluation

- Economic and丘nancial analysis
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(14) Formulation of an optimum overall developmentplan

- Formulation of an optlmum OVerall development plan

- Determination of development pnonty and identification of prionty schemes

(15) TransfTerofKnowledge

･ On-the-jobtraining of the counterpart personnels of GOSL

I TransfTer of knowledge and technical knowhow to the counterpart personnels in

血e course of血e study

V. EXPERTS REQUIREJ) FOR TllE STUDY

Thefo1lowlng englneerS Or eXPertSwill be I℃quired for the srudy.

- Teamleader

- hTigatioLl englr)eer

- HydrologlSt

- Damenglneer

- ABrOnOmist

- PedologlSt

- Gedogist

- SoilmechaJlicalexpert

- SuⅣeyexpert

- DesigJl engineer

- Construcdon plan expert

- Agro-economist

- Agro-industry expert

- Environmental expert

- Projectevaluation expert

VI. STUDY SCHEDULE

The studywill be conducted in accordance with the work schedule shown
in

Attachmenト4.
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ⅤⅠⅠ. REPORTS

The following reports Will be prepared.

- bceptlOnrepO爪

Thirty (30) copies in Englishwithin two (2) months after commencement of the

study

- Interimreport

Tbirty (30) copies in English within seven (7)months after commencement of血e

study

- Draftfinalreport

Thirty (30) copies in English within twelve (12) months after commencement of

tbestudy

- Finalreport

Fi氏y (50) copies within one (1) month after the receipt of the comments on the

draft finalreport

VIII. UNDERTAKIriG OF THE GOVERNMENT OF SKI LANKA

The Governmen( of Sri Lanka shall accord privileges, and other benefits (o the

Japanese study team, and through the authorities concerned, take necessary
measures to

facilitatethe smoothimplementatioT) Ofthe study･

1 ･ MLIMD shall make necessary a汀angementS With the cooperation of other relevant

organizations for the fouowlng:

(l) to secure the safety of the study team,
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2.

(2) to permitthe members of the Japanese study team to enter, 1eaveand sojourn
in SriLanka for duration of their asslgnment therein, and exempt them from

alien reglStration requirements,

(3) to exempt the members of the Japanese st.udy team from taxes, duties and

other charges on equipment, maChineryand other materials brought into Sri

Lanka氏)r the implementadon of the study,

(4) to exemptthe members of the Japanese study team from income taxandother

charges imposed on or in connection wi(hany emolument orallowance paid to

the members of the Japanese s(udy team for their services in connectionwith

the implementadon of the study,

(5) to provide necessary facilities to (he Japanese s(udy team for remittance as well

as utilization of funds introduced into SriLankafrom Japaninconnection with

the implemerltation of the study,

(6) to provide medical services as needed. Its expenses will be chargeable on the

members of the Japanese study team, and

(7) to secure pemission to take all data and documents (including pbotograpbs)

related to the study out of Sri Lanka to Japan by the study team･

MLIMD shall, at its own expense, provide the Japanese study team with the

fTollowlngS, in cooperation with other relevant organizations:

(1) available data and information related to the study,

(2) counterpart personnel,

(3) suitable office space with necessary equipment in MLIMD, and

(4) credentials or idendfication cards.
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